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株式会社 岩手朝日テレビ



第２２７回 放送番組審議会議事録 
 

 

１．開催日時   平成３１年４月２４日（水）午前１１時～ 

 

２．開催場所   岩手朝日テレビ大会議室 

 

３．委員の出席 

 

    委員総数  ７名 

 

    出席委員数 ４名 

 

委 員 長       村 田  久  

委  員       小 松  豊  

委  員       そのだ つくし 

委  員       佐 藤 年 男 

 

    欠席委員数 ３名 

 

委  員       畠 山 さゆり 

委  員       藤 村 明 智 

委  員       菊 地 美貴男 

 

    会社側出席者名 

 

        代表取締役社長    畠 山   大 

        常務取締役 報道制作局長 

                   長 生 正 広 

        報道制作局 報道担当部長 

                   吉 田 幸 弘 

        事務局長       三 浦 茂 樹 

        事務局        波 岡   功 



４．議 題 

 

（１）社長あいさつ 

 

（２）５月単発・４月視聴率・３月視聴者応答記録について 

 

（３）合評課題について 

   合評課題：テレメンタリー2019 3.11 を忘れない 76 

        命を懸けた娘へ 

   放送日時：平成 31 年３月 21 日（木）午後３時 50 分～午後４時 20 分 

 

（４）次回開催について 

   日  時：平成 31 年５月 29 日（水）午前 11 時～ 

   場  所：岩手朝日テレビ３Ｆ大会議室 

   合評課題：三陸鉄道全線開通記念 未来へ進め！どこまでも 

   放送日時：平成 31 年３月 23 日（土）午前 11 時 15 分～午後１時 30 分 

 

（５）その他 

 

 

５．概   要 

東日本大震災で犠牲になった大槌町役場の女性職員、その死を無駄にしないた

めにと動き出した父親を通して、遺族の心の傷跡や公務災害の真実を追う内容。 

 

 ・父親の立場で見られる、痛みのわかる番組だった 

 

 ・ナレーションが犠牲になった女性の声のように聞こえ、構成に合っていた 

 

 ・怒り、悲しみ、絶望感など、心境の変化をよく表現されていた 

 

 ・なぜ犠牲になったのか、取材を通してもっと深掘りしてほしかった 

 


